
2007 年度 小委員会活動成果報告 
（2008 年 3 月 31 日作成） 

小委員会名 ノーマライゼーション環境小委員会 
主 査 名： 八藤後 猛 
就任年月：2004 年 4 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

建築計画委員会 委員長名： 布野 修司 

設 置 期 間    2004 年 4 月 ～ 2008 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

・ノーマライゼーションの概念が、全ての人のニーズに的確に反映した環境の構

築を目指すことから、医療、福祉などの関係領域の研究者との連携による「ICF 

等国際的指標の建築計画研究へ適用に関する研究事業」を立ち上げ、新しい研

究アプローチ方法の開発を目指す。 

・建築学の立場からこれまでの大学生活環境整備の変遷をあらためて見直し、ハ

ード・ソフト両側面から、障害をもつ学生等の大学生活を保障するための環境

整備方針について提言する。 

委員公募の有無： 無 

委員構成 
（委員名（所属）） 

主査：八藤後猛（日本大学）、幹事：佐藤克志（日本女子大学）、阪東美智子（国

立保健医療科学院）、水村容子（東洋大学）、委員：足立啓（和歌山大学）、川

内義彦（アクセスプロジェクト）、齋藤芳徳（川崎医療福祉大）、佐伯博章（(株）

地域総合設計）、鈴木義弘（大分大学）、鈴木麻衣子（東京工業大）、寺島薫（（株）

アークポイント）、山脇博紀（筑波技術大学）、千里政文（北海道浅井学園大学）、

大野拓也（大阪大学大学院） 

設置WG  

2007年度予算        

272,000 円 

ホームページ公開の有無： 有 

委員会 HP アドレス： 

http://news-sv.aij.or.jp/keikakusub/s12/ 

 
項  目 自己評価 
委員会開催数        ８回（年度内計画を含む） 

刊行物  

講習会  

催し物 
（シンポジウム・セミナ

ー・研究会・見学会等） 

１．見学研究会 

  総合的高齢者施設と療養型ユニットケアの実践病院  参加者数 40 名  

２．国際生活機能分類（ICF）の建築計画への適用 

  第３回教育・福祉分野における ICF の活用状況    参加者数 25 名  

大会研究集会  

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等  

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

１．障害をもつ学生等に対する教育支援制度・施設環境に関する研究事業につい

ては、これまでの成果をまとめながらも、対外的な研究会などの活動を行うこ

とができなかった。しかし、次年度からは、この事業に関する総まとめを行う

ための準備段階と位置づけ、2008年度においてはさらに研究会などを開催した

うえで、計画マニュアルの完成をめざすための準備を進めていた。。 

２．国際生活機能分類（ICF）の建築計画研究への適用に関する研究事業では、

新たに本委員による建築分野への応用に関するワークショップを行い、研究会

においては、他領域分野のエキスパートからの評価を受けながら、研究におけ

る ICF の意味と活用に関する一定の評価を得た。 

委員会活動の問題点 
・課題 

引き続き、研究事業テーマについて、建築計画分野への応用と社会への貢献が

求められてきている。次年度はこれらの社会ニーズに対応するためのマニュアル

作りなど、成果を公表、実践していくことが、次年度の大きな課題と考える。 



 


